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内容の要旨及び審査の結果の要旨

ヒトの深部体温は立位から臥位への姿勢変換で下降することが知られる。この姿勢変換に伴う深部体温

の下降には，熱産生量の減少，熱放散量の増加，血液の移動に伴う体熱の再分配などが関与する可能性が

示唆されるが，その機序について詳細な報告はない。この研究では，姿勢変換に伴う深部体温の下降の機

序を解明するために，姿勢変換と類似した循環負荷がえられる下半身陰圧（LBNP）負荷法を用い，陰圧

負荷の解除が深部体温，体熱出納に及ぼす影響を種々の環境下で検討した。さらに，鼓膜温（Tty)，直

腸温（Tre)，食道温（Tes）いずれが深部体温の指標として妥当であるか比較検討した。

健康な成人男子５名を被験者とし，以下の４環境条件下で実験を行った。環境温を20℃（条件１）ある

いは35℃（条件２）に，環境温を25℃で一定にし，下肢の平均皮膚温を下肢に巻いた水循環装置により３０

℃（条件３）あるいは35℃（条件４）に調節した。臥位の姿勢で温度平衡が得られた後，150～300ｍｍ

Ｈ２０のLBNPを20分間負荷した。ＬBNPの負荷強度は下肢に貯留する血液量が各実験条件下で同じになる

よう調節した。ＬBNP中新たに温度平衡が得られた後，その負荷を急激に解除した。ＬBNP負荷前，中，

後のTre，Tty，Tes，全身７ケ所皮膚塩，酸素摂取量を測定した。得られた結果は以下のごとくであった。

１．LBNP解除後，Tre，Tty，Tesは条件１，２共に有意に下降したが，その程度は条件１の方が有意に

大きかった。皮膚温は条件１，２共にLBNP解除により有意に上昇したが，その程度は条件１で有意に

大きかった。酸素摂取量は有意に変化しなかった。

２．LBNP解除後，Tre，Tty，Tesは条件３で有意に下降したが，条件４で有意に下降しなかった。皮膚

温は条件３，４共にLBNP解除により有意に上昇し，その程度に有意な差異はなかった。酸素摂取量は

ＬＢＮＰ解除により有意に変化しなかった。

３．Tesの変化はTreやTtyと比べて常に早く生じその程度が大きかった。ＬBNP解除によるTreとTtyの

下降は体熱出納の変化で説明できたが，ＬBNP解除直後のTesの急激な下降は体熱出納の変化で説明で

きなかった。

このように，ＬBNPを解除することにより深部体温が下降した。この深部体温の下降は，静脈還流量の

増加により起こる皮膚血管の拡張で熱放散が冗進することと静脈還流量の増加に伴う体熱の再分配に起因

することが判明した。また，静脈還流量が急激に変化する場合，Tesは深部体温の指標として適当でない

ことが示唆された。

以上，本論文は姿勢変換に伴う深部体温の変動の機序を明らかにした点で温熱生理学に多大の貢献をす

る労作であると評価された。
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